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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第５期
第１四半期
連結累計期間

第４期

会計期間
自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日

自  平成24年４月１日
至  平成25年３月31日

売上高 (千円) 5,618,931 23,278,836

経常利益 (千円) 208,216 595,477

四半期(当期)純利益 (千円) 122,650 423,280

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 124,866 447,818

純資産額 (千円) 3,336,511 2,783,809

総資産額 (千円) 14,142,829 14,546,154

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 67.66 314.36

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ―

自己資本比率 (％) 23.3 18.9

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載しておりま

せん。

４．当第１四半期連結会計期間から四半期報告書を作成しているため、前第１四半期連結累計期間の記載を行っ

ておりません。

　　

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事

業の内容について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。　
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。　

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。　

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

本文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したもの

であります。

なお、当社は前第１四半期連結累計期間については四半期連結財務諸表を作成していないため、前年同四

半期連結累計期間との比較分析は行っておりません。

　

(1) 業績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、アベノミクス効果により、円安・株高が進んだこと

で、輸出関連企業の業績回復や、高額商品を中心とした個人消費の回復など、一部では景気回復がみられる

ものの、景気の先行きは不透明な状況が続いております。　

自動車販売業界においては、各社が環境対応車の発表により燃費競争が加速しており、各社間での競争が

続いております。

このような状況下、当社グループは積極的に宣伝広告等を実施し、お客様に向けて商品やサービスの付加

価値を最大化するバリューチェーンビジネスを展開してまいりました。この結果、売上高は、56億18百万円、

営業利益は2億24百万円、経常利益は2億8百万円、四半期純利益は1億22百万円となりました。　　　　　　　　　　　　　

　　

セグメント毎の状況は以下の通りであります。

　①自動車販売関連事業

当セグメントにおきましては、前期の４～６月はエコカー補助金効果により、新車販売台数が増加し、中

古車販売台数が減少する傾向がありました。当第１四半期連結累計期間においては補助金効果のない状況

であるため、新車販売台数は前年同期比6.8％減の1,337台となり、中古車販売台数は前年同期比11.6％増の

2,394台となりました。結果、売上高は54億46百万円、セグメント利益(営業利益)は2億54百万円となりまし

た。

　②自動車リサイクル事業

当セグメントにおきましては、使用済自動車の入庫が前年同期比19.4％減の1,711台となり、生産台数(再

資源化処理)は前年同期比10.3％増の2,150台となりました。また、資源価格が上昇傾向にあり、国内向けリ

ユースパーツ販売も堅調に推移したことで、売上高は1億72百万円、セグメント利益(営業利益)は40百万円

となりました。

　

EDINET提出書類

ＩＣＤＡホールディングス株式会社(E27572)

四半期報告書

 3/15



　

(2) 財政状態の分析

(資産の部)

当第１四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末より4億3百万円減少し、141億42百万

円となりました。これは主に、現金及び預金の減少78百万円、商品及び製品の減少2億95百万円等によるもの

であります。

(負債の部)

当第１四半期連結会計期間末における負債は、前連結会計年度末より9億56百万円減少し、108億6百万円

となりました。これは主に、買掛金の減少4億76百万円、未払法人税等の減少1億72百万円、借入金の減少2億

91百万円等によるものであります。

(純資産の部)

当第１四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末より5億52百万円増加し、33億36百万

円となりました。これは主に、有償一般募集増資による資本金の増加2億59百万円及び資本剰余金の増加2億

59百万円、四半期純利益の計上1億22百万円による利益剰余金の増加、配当金の支払90百万円による利益剰

余金の減少によるものであります。

　

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

(4) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 6,000,000

計 6,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類

第１四半期会計期間
　　　　　末現在発行数

(株)
(平成25年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成25年８月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 2,100,000 2,100,000
東京証券取引所　　Ｊ
ＡＳＤＡＱ　　　(スタ

ンダード)

完全議決権株式であり、権利
内容に何ら限定のない当社に
おける標準となる株式であ
り、単元株式数は100株であり
ます。

計 2,100,000 2,100,000― ―

(注) １　平成25年６月27日をもって、当社株式は大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ(スタンダード)に上場しております。

２　平成25年７月16日をもって、当社株式は東京証券取引所と大阪証券取引所の統合により東京証券取引所ＪＡ　

ＳＤＡＱ(スタンダード)に変更となりました。

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成25年６月26日
(注)

297,0002,100,000259,5781,161,078259,578274,848

(注)　有償一般募集(ブックビルディング方式による募集)

発行価格     1,900 円

引受価格   　1,748 円

資本組入額     874 円
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(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成25年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式　　
1,803,000

1,803,000
権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式であります。

単元未満株式 ― ― 　

発行済株式総数 1,803,000 ― ―

総株主の議決権 ― 1,803,000 ―

(注) １　当第１四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(平成25年３月31日)に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

２　平成25年４月８日開催の臨時株主総会決議により、同日付けで１単元の株式数は100株となっております。

３　平成25年６月26日付けで、有償一般募集増資による新株発行297,000株を行っております。

　

② 【自己株式等】

該当事項はありません。

　

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

なお、当社は平成25年３月期第３四半期から四半期連結財務諸表を作成しているため、比較情報は記載し

ておりません。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成25年４月１日

から平成25年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25年６月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,770,957 1,692,743

受取手形及び売掛金 341,417 322,269

商品及び製品 2,761,007 2,465,347

仕掛品 3,306 2,931

原材料及び貯蔵品 30,065 22,861

その他 305,130 347,305

貸倒引当金 △118 △117

流動資産合計 5,211,766 4,853,342

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 3,164,376 3,106,423

土地 4,494,352 4,494,352

その他（純額） 853,788 857,054

有形固定資産合計 8,512,517 8,457,831

無形固定資産 73,394 71,465

投資その他の資産 748,476 760,189

固定資産合計 9,334,388 9,289,487

資産合計 14,546,154 14,142,829
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 1,850,682 1,374,171

短期借入金 5,251,079 5,125,679

未払法人税等 259,810 87,485

賞与引当金 139,100 74,700

その他 1,175,343 1,219,394

流動負債合計 8,676,016 7,881,430

固定負債

長期借入金 2,374,695 2,208,231

退職給付引当金 437,366 439,529

役員退職慰労引当金 227,984 231,281

その他 46,283 45,846

固定負債合計 3,086,328 2,924,888

負債合計 11,762,345 10,806,318

純資産の部

株主資本

資本金 901,500 1,161,078

資本剰余金 889,414 1,148,992

利益剰余金 940,930 973,431

株主資本合計 2,731,845 3,283,501

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 17,303 15,866

その他の包括利益累計額合計 17,303 15,866

少数株主持分 34,660 37,143

純資産合計 2,783,809 3,336,511

負債純資産合計 14,546,154 14,142,829
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

売上高 5,618,931

売上原価 4,458,722

売上総利益 1,160,208

販売費及び一般管理費 935,483

営業利益 224,725

営業外収益

受取賃貸料 3,028

受取保険金 3,235

その他 3,470

営業外収益合計 9,733

営業外費用

支払利息 22,311

その他 3,931

営業外費用合計 26,242

経常利益 208,216

特別利益

受取保険金 ※１
 49,978

特別利益合計 49,978

特別損失

和解金 49,998

特別損失合計 49,998

税金等調整前四半期純利益 208,196

法人税、住民税及び事業税 84,051

法人税等調整額 △2,158

法人税等合計 81,892

少数株主損益調整前四半期純利益 126,303

少数株主利益 3,652

四半期純利益 122,650
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 126,303

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △1,437

その他の包括利益合計 △1,437

四半期包括利益 124,866

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 121,213

少数株主に係る四半期包括利益 3,652
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【注記事項】

(四半期連結損益計算書関係)

　※１　受取保険金

　　　受取保険金は、特別損失に計上されている和解金に伴う保険金であります。

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、

第１四半期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む)は、次のとおりでありま

す。

　

　
当第１四半期連結累計期間
(自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日)

　
　
　

減価償却費 139,602千円　

　

(株主資本等関係)

当第１四半期連結累計期間(自  平成25年４月１日  至  平成25年６月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月29日
定時株主総会

普通株式 90,150 50平成25年３月31日 平成25年７月１日 利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

当社は、平成25年６月26日を払込期日とする有償一般募集増資による払込を受けました。この結果、当

第１四半期連結会計期間末において資本金及び資本剰余金がそれぞれ259,578千円増加し、当第１四半期

連結会計期間末において資本金が1,161,078千円、資本剰余金が1,148,992千円となっております。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

  当第１四半期連結累計期間(自　平成25年４月１日　至　平成25年６月30日)

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期
連結損益計算書
計上額(注)２自動車販売

関連事業
自動車

リサイクル事業
計

売上高 　 　 　 　 　

　外部顧客への売上高 5,446,344172,5875,618,931 ― 5,618,931

　セグメント間の内部
　売上高又は振替高

4,650 8,375 13,025 △13,025 ―

計 5,450,994180,9625,631,956△13,0255,618,931

セグメント利益 254,522 40,825 295,347△70,622 224,725

(注) １．セグメント利益の調整額△70,622千円には、セグメント間取引消去1,871千円、各報告セグメントに配分して

いない全社費用72,493千円が含まれております。全社費用は、報告セグメントに帰属しない純粋持株会社であ

る当社の子会社統括事業に係る費用であります。

２．セグメント利益は、四半期連結財務諸表の営業利益と調整を行っております。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
当第１四半期連結累計期間
(自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日)

　
　
　

(1) １株当たり四半期純利益金額 67円66銭　

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益金額(千円) 122,650　

    普通株主に帰属しない金額(千円) ― 　

    普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 122,650　

    普通株式の期中平均株式数(株) 1,812,791　

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

　　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　

　

平成25年８月９日

ＩＣＤＡホールディングス株式会社

 取 　 締 　 役 　 会   御 中

　

有限責任監査法人トーマツ

　

指定有限責任社員
業 務 執 行 社員

　 公認会計士    水    野    信    勝    ㊞

　

指定有限責任社員
業 務 執 行 社員

　 公認会計士    内    山    隆    夫    ㊞

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているＩＣ
ＤＡホールディングス株式会社の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第１四半期
連結会計期間(平成25年４月１日から平成25年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成25年４月１
日から平成25年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益
計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ＩＣＤＡホールディングス株式会社及び連結
子会社の平成25年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を
適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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